


















λーϏϯߋ新ࣄのݧܦを

ʹのઓのྐ࣍

現場のϊϋをֶΜͩ ͱ͜Ͱɺ

ٕज़力の্ʹ

現場Ͱڞʹಇ͘ਓͨͪͱ

ύーτφーͰ͋Γɺઌഐޙഐの

ΟルΩー

࿈བྷ༻のແઢػ

ௌ

のぞき見リフレッシュ

火力発電所�੨年部
に所ଐし、

ݩの͓ࡇでϘϥン
テΟΞ。

ɹ࢛日ࢢ火力ൃ電ॴ࣌代に、ए年の߹һで
の౷తな͓ݩ͢る੨年෦にॴଐし、Նにߏ
まͭΓʯでϘラϯςΟΞとして活動してࢢ日࢛Γʮେࡇ
いました。Ұࡢ年ΑΓ৽໊ݹに੨年෦がൃし、
෦長にबしたので活動をΓ্͛てい͖たいで͢。

ʢࣸਅࠨԼがຊਓʣ

หを։ด͢ると͖ に͏ のҰͭで۩
͢。火力ൃ電ॴでՄ燃ੑΨスを取
Γѻ た͏Ί、火Ֆがग़ないΑ͏ രੑ
のಛघۚଐでで͖ていま͢。

現場でหのૢ作などを͢るࡍに、͜ の
ແઢで中ԝ੍ࣨޚからのࣔࢦを֬ೝ
しながら、作ۀをਐΊま͢。

ϙϯϓなどの設උثػのԻをௌ͘ たΊのಓ۩。
ઌをثػにて、ରଆのؙい෦にࣖを
てԻをௌ͖ҟৗがないか֬ೝしま͢ 。͜ のௌ
രੑのಛघۚଐでで͖ていま͢。

ɹࠓ、৽໊ݹで、ఆظ点ݕとಉ࣌にΨス
λーϏϯのߋ৽ࣄを行っていま͢ 現場ࢲ。
のࣄのௐを୲していま͢ が、ゆ͘ ゆ͘ ઌ
ഐのΑ͏ に行とのௐや๏ఆࠪݕରԠなど
͞ れるΑ͏ に、長で͖ れとࢥっていま͢ 。

ɹ৽໊ݹଐ͞ れた࠷ॳのҰ年ؒ、現
場でڞにಇ͘ άルーϓձࣾのʮ中෦ϓラϯトαー
Ϗスʯでݚमしました。ͦ で͜৽໊ݹでの現場
のϊϋを、Έっͪ Γֶ ͼました。ͦ のݧܦが、
のࣗのࣗ৴にͭながっていま͢ࠓ 。また、Ұ
年ؒの現場ݚम、現場スλοフとの関をਂ
Ίる͜ とがで͖ 。でしたݧܦॏなو、

ɹࢲ、ࠓ現場のօ Μ͞のอमۀをൃ
るཱ͢場で͢ ࢦ。 をࣔग़したΓൃ  る͢ࡍに、

࣋ؾいにޓ͓ Αͪ͘ がで͖ࣄ るΑ͏ なίϛϡχ
έーγϣϯを৺が͚ていま͢ 。Α͘ て、Α͘ݟをإ
͜。いをるޓ༿をަわして͓ݴ れ、͓ ٬͞ ま
と る࣌͢、৬場の関ऀと る࣌͢ڞ௨
してେにしている͜ とで͢。

ΨスλーϏンの
はࣄ৽ߋ

සൟに͋るࣄではͳいので、
今ճ、وॏͳ経験を
しています。

これは
Ӊધ͡Όͳ͘て、

ݕதのΨスλーϏン。
೩ྉの೩মによってಘΒれた
ԹΨスのுによりߴ
ΨスλーϏンをճして
発電しています。

ϞンΩーレンνͳͲの
Ұൠతͳ۩

രੑのಛघۚଐで
で͖ています。
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࿈བྷ༻のແઢػ

Γѻ た͏Ί、火Ֆがग़ないΑ͏ രੑ
のಛघۚଐでで͖ていま͢。

01

18

　৽
名
古
屋
Ր
力
ൃ
電
所ớ
Ҏ
下
、

৽
名
古
屋
Ờの
ٕ
ज़
՝
で
、主
に
ൃ
電

設
備
の
อ
म
ۀ

を
୲

し
て
い
る

ࠤ
ʑ

で
す
。
த
で
も
、ৠ
気
λ
ー
Ϗ

ン
や
Ψ
ε
λ
ー
Ϗ
ン
な
ど
を
は
͡
め
、ห

や


な
ど
ػ
ց
設
備
の
อ
म
ۀ


に
ܞ
わ
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
顔
を
見
て
、よ
く
言
葉
を
交
わ
す

相
手
を
知
り
、自
分
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
れ
が
、私
の
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

ೖࣾલ、ߴۀઐֶߍでػցܥのٕज़を̑ 年ֶؒͼました。ֶΜͩ と͜をੜか͢ と͜がで
͖、かͭҬにݙߩで る͖ձࣾにೖΓたいとい͏ いから͜ࢥ のձࣾにೖ しࣾました。ൃ電ॴでのۈ
、電力を҆ఆ͢څڙるのେ͖͞ を࣮ײで る͖、やΓがいのあるࣄで͢。

新名古屋火力発電所 技術課 OMグループ 2011年（入社8年目）佐々木 研次

〜 エネルギーをつなぐ現 場 の 素 顔 〜

エ ネ が お 1

E N E G A O  V o l .1

　入社後は、四日市火力発電所で、発電設

備の運転業務に2年4ヶ月、保修業務に2年

間携わりました。

　今はOM（オペレーション＆メンテナン

ス）グループで、これまで部署をまたいで

行っていた運転（オペレーション）と保修

（メンテナンス）の両方の業務をワンストッ

プで行っています。これまでの自分の経験

が生かせるように努めて行動しています。

新名古屋火力発電所のエネがお
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〈クローズアップ〉これまで
の「場」を振り返り、いろん
な事を教えてくれた情報誌
だったと思いました。最終
号は永久保存版です。

静岡県 S・Kさん

〈トップインタビュー〉情報誌
「場」の創刊とコンセプトがよく
わかりました。「親近感」があっ
て「信頼感」が生まれるという
お話、参考になりました。

〈表紙〉地域重視、対話重視、
環境重視で、近い未来を見通
している表紙だと感じた。

〈トップインタビュー〉「交流」という
地域情報誌が、地域の活性化を応
援する冊子を目指すという広報部
長に共感します。

〈現場の底力〉あまり話題にもなら
ない、知られることの少ない活動
が私たちの生活の安心安全を守っ
てくれる。その姿に頭が下がります。
なくてはならない存在ですね。

28号まで「場」を送ってい
ただき、ありがとうござい
ました。交流に統合される
ということで、これからも楽
しみにしています。

〈現場の底力〉技術や研究の現場
に女性がいるのがうれしい。女性の
力にもっと期待します。

〈表紙〉思い入れのある表紙。
今まで当たり前のように読んで
いましたが、最終号というお知ら
せを読み、とても残念でした。

〈現場の底力（総集編）〉何気
なく使っている電気。このような
記事でも読まないと自分の知ら
ないところで大変な作業をして
いる人がいるのだと気づけませ
んでした。あらためて感謝です。

〈現場の底力（総集編）〉図解
もあり、生活の場までの現場の
仕事がわかりやすくまとめられて
いて、子供にもわかりやすかっ
たです。

「KORYU」の荻野ア
ンナさんの記事は、彼
女の経験談、これから
の夢など、考えさせら
れる内容で、とてもよ
かったです。

〈直言提言〉エネルギーに「解
はない、目を背けたら負け」とい
うお話は、私もそう思いました。

ใࢽʮʯͱʮ,03:6ʯ͕ ౷߹͠ɺ৽͘͠ ੜ·ΕมΘͬ ʮͨ交流ʯ

ΛಡΜͰ͍͖ͨͩɺ͋ Γ͕ͱ͏ ͍͟͝·͠ ͨɻ͜ ͷίʔφʔͰɺಡ

ऀͷօ ·͞ͷΛ͝հͯ͠· Γ͍·͢ɻॳճͱͳΔࠓ߸Ͱɺʮʯ

ΒΕͨօͤدʹ߸ऴ࠷ ·͞ͷΛ͝հ͍ͨ͠·͢ɻ

〈直言提言〉情報誌「場」が訴え続けてきた地域住
民との相互理解につながる基本理念と相通じる神
津カンナさんの説には共感を覚え、特に「鳥の目」
と「虫の目」は大いに参考になりました。

新生「交流」でも「デンキのなぜ」を残してほしいで
す。また、これまで「交流」には読者コーナーがなかっ
たので、読者参加型になると嬉しいです。

交 流 便
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愛知県 野田光成さん

匿名さん

愛知県 S・Hさん

静岡県 OTSUKAさん

愛知県 道代さん

長野県 匿名さん

静岡県 A・Iさん

愛知県 Tomoさん

岐阜県 M・Tさん 長野県 伊藤照子さん

シャンシャン大好きおばさん

静岡県 S・Kさん

匿名さん

͝ҙݟ Γ͕͋ ͱ͏ ͍͟͝·͢ɻ

ಡऀࢀՃܕͷίʔφʔͱ͠ ͯɺ

ʮ交流便ʯΛελʔτ͞ ͤ·͢ɻ

·ͨ ʮσϯΩͷͳͥʯͷਐԽ൛ͱ͠ ͯ

ʮͰΜϖσΟΞʯ͕ ͠·Γ·࢝ ͨɻ

ใࢽʮ場ʯのόοΫφϯόー、中෦電力ެࣜHPʮαイト内ࡧݕʯ                                    から、͝ ཡいた͚ͩ ま͢ 。場 ࡧݕ 19

『シャツのヒミツ』
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天気がいいから洗濯
しようと意気込んで、
鼻歌まじりに洗濯物

を干しているとき、白いＴシャツを
見てふっと思い出した。
　アメリカで「Ｔシャツ」は通じるけ
れど、「Ｙシャツ」は通じないと知っ
たのはニューヨークに留学したとき
だっけ。街では看板に「Ｔ-ＳＨＩＲＴ」
と、そのまま書いてあった。横に広
げたときにＴの字のように見えると
ころから、あの形のシャツはＴシャ
ツと呼ばれるようになったようだ。
だからそれにならって、Ｙシャツも
ネクタイを締めている形から、Ｙシャ
ツと呼ばれるようになったのだろう
と私は思い込んでいたのだが、こ
れは実は大間違いだった。
　お店の人に「Ｙシャツ」と言って
も全く通じない。ようやく分かって
もらえるまでえらい時間を要した。
普段着に着るのは「シャツ」、正

装用は「ドレスシャツ」、スーツ用な
ら「ビジネスシャツ」と言うのだと
店員さんに諭された。じゃあ、「Ｙ
シャツ」はどこから来た言葉かと
調べたら、「ホワイト・シャツ」(白い
シャツ)の「ホ」と「ト」が抜けて発
音に忠実に「ワイシャツ」と呼んだ
ところから「Ｙシャツ」になったよ
うだ。それなら「ブルーのワイシャ
ツ」って間違っているし、「Ｙシャ
ツ」と書いたら黄色い(イエロー)
シャツみたいではないかと、当時
19歳だった私はへえ〜と感嘆し
たことを覚えている。
　一つ勉強になったと思ってい
たら、数年後、日本の中でも関西
以西では「Ｙシャツ」ということば
が通じないことを知った。「カッター
シャツ」と言うのだそうだ。どうやら
「Ｙシャツ」を作った会社の本社
が大阪にあり、その商品名だった
らしい。まあ最近ではそのカッター

シャツという言い方もなくなりつつ
あるようだが、シャツのネーミング
ひとつにもこんな秘密が隠されて
いるとは思わなかった。
　しかしシャツどころでなく難しい
のがエネルギーのネーミングだ。い
ま持てはやされている太陽光や風
力は「再生可能エネルギー」と位
置づけされているが、「自然エネル
ギー」「新エネルギー」「非枯渇性
エネルギー」「代替エネルギー」とも
言う。「自然エネルギー」なら石炭
や石油、原子力に使うウランだっ
て自然のものではないかと思った
ら、「利用する以上の速度で自然
に再生するエネルギー」という意
味合いでの「自然」なのだそうだ。
当たり前に使っていることばも、よ
くよく見ていると別の何かが、色々
な何かが見えてくる。当たり前ほど
気をつけなくちゃ……とＴシャツを
干しながら思った朝である。

お

イラスト ： いわしまあゆ

こんな
こと。カンナ

こと、 神津カンナ

作家、『フォーラム・エネルギーを考える』
代表。長年にわたる執筆活動の傍ら、国
内外のエネルギー関連施設や現場を取
材し、暮らしの中のエネルギーといった視
点で講演活動などを行っている。著書に

『水燃えて火〜山師と女優の電力革命
〜』『冷蔵庫が壊れた日』ほか多数。
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Q

電 気 や エ ネ ル ギ ー に ま つ わ る み ん な の 疑 問 を

徹 底 的 に 探 っ ち ゃ う 電 気 の 大 百 科 。そ れ が『 で ん ペ デ ィ ア 』。

み ん な 聞 い た こ と は あ る け ど 、よ く 知 ら な い 話 や 、

意 外 な こ と を ご 紹 介 し ま す 。

で ん ペ デ ィ ア く ん

DENPEDIA

Vol.01

名城変電所Ïλڮ名古屋市Ð

名城変電所は、名古屋城を取り囲む名城公園の南
西角の名古屋城正門前に位置する地下変電所。
『でんペディア』記念すべき第一回は、意外と知ら
れていない名城公園の駐車場地下に建設された
「超高圧変電所」の秘密に迫ります！
ところで、そもそも「変電所」って何なの？？�

名古屋をખഀする՞ۼ名所、名古屋城。

थ地下には、名古屋のӨにࡓは、名古屋城のଂ

電֏を௸ƇるઘƠÛଣ݅圧変電所ÜがŸるǉです！

ƵǉƠതはูにするこƞのでƃƠい�����P�のכઘを、

！ӄは௬൭ȕȆートしƕいƞ߶いますݤ
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今 回 調 べ た と こ ろ
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名 古 屋 城 を 望 む 地 下 に 、

巨 大 な 電 気 施 設 が

あ る っ て ホ ン ト？！

名 古 屋 城 を 望 む 地 下 に 、

巨 大 な 電 気 施 設 が

あ る っ て ホ ン ト？！

名城変電
所は、

2 7万 5千
ボルトの高

い

電圧を低
くする

「超高圧
変電所」と

して、

全国でも
珍しい

都市公園
の地下に

造られた

変電所な
のです。
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これが地下に広がる

名城変電所の断面図！

名古屋市の都心部地下に

広がる電力ケーブルは、

長いトンネルの中を通って

延びています。

名城変電所の変圧器は、

地下での火災に備えて、

燃えにくい工夫をしています。

駐 車 場
（ 地 下 ）

制 御 室

洞  道

主 要
変 圧 器 室

城
変
電
所
は
、
地
上

部
分
の
建
物
も
名
古

屋
城
周
辺
の
景
観

を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
瓦
屋
根
に

漆
喰
調
の
白
壁
や
石
積
み
を
用
い

て
、
和
風
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

変
電
所
の
断
面
図

名

電
所
で
作
ら
れ
た
電
気
が
、
名
城

変
電
所
に
届
く
と
き
に
通
っ
て
く
る

の
が
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
に
電
力
ケ
ー

ブ
ル
を
通
し
た「
洞
道
」。

　洞
道
の
大
き
さ
は
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
の
数
や
太

さ
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
直
径
お
お
よ
そ
3

メ
ー
ト
ル
か
ら
5
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
洞
道
内
部
は

電
力
ケ
ー
ブ
ル
の
点
検
の
た
め
に
、
照
明
や
換
気
・

排
水
設
備
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
人
が
通
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

洞
道
（
ど
う
ど
う
）

発

電
所
か
ら
27
万
5
千
ボ
ル
ト
で
送

ら
れ
て
き
た
電
気
を
15
万
4
千
ボ

ル
ト
に
変
換
す
る
装
置
が
、こ
の
主

要
変
圧
器
。

　名
城
変
電
所
の
変
圧
器
1
台
で
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換
で
き
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電
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の
量
は
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般
の
ご
家
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契
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算
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あ
た
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ま
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。

主
要
変
圧
器

発
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